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3. 第 11 次航海報告（Report on the 11th Cruise） 
3.1 航海の概要及び航海日程（General Account and Cruise Itineraries） 
第１１次航海は、東京海洋大学専攻科学生 30 名、大学院生 23 名（留学生 5 名含む）、
実習補佐員 3 名、乗船教官 10 名、研究者 2 名が乗船し、平成 15 年 9 月 26 日から平









① 航海学 日本沿岸を航行するため地文航法を中心とし、航程（船速）・針路（方 
  位）・船位・レーダーなどの航海計器に関した原理・操作・精度・誤差等、航海 






類への記入、荒天の準備等の実習および SOLAS による消火・救命・退船 (Photo. 
1)等および操船シミュレーション（Photo. 2）による操船訓練を実施した。 
 
    














       




を把握する（Photo. 5）。また計量漁探や CTD を用いて東シナ海の塩分濃度や魚
群の存在を実際にデータに記録し解析することを目的としている。専攻科 26 名、
大学院生 16 名が参加した。今回の実習中 IONESS ネット観測（Photo. 6）の試
験を伊豆沖にて、また CTD 及び LADCP（水深 4500m）による海洋観測を行った。
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3.1.1 航海日程（Cruise  Itineraries） 
Port Distance 
(miles) 
Arrival Date Departure Date 























Total Distance 2145.1   
    Run Hour 169-25、Total Distance 2145.1 miles、Drifting Hour 43-14 
    Average Speed 12.662 knot、Lay Hour 43-14 
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